
和楽器の練習成果を披露

　町統計調査員の大内勝美さんが 2 月 5 日、平成 27 年度福島
県知事表彰（統計功労者）受賞を太田久雄町長へ報告しました。
　大内さんは統計調査員として、25 年もの永きにわたり統計
調査事務にご尽力されています。報告には岩城重夫町統計調
査員協議会長が同席し、太田町長は「これまで大変だったと
思います。おめでとうございます」と受賞を祝しました。

　古典鑑賞会（高橋幸子会長）主催の「若い芽のつどい」が 2
月 6 日、観月台文化センターホールで行われました。
　つどいは 3 部構成で行われ、第 1 部の「ショートショート
創作文バトル」では国見小学校 6 年生が国語の授業で作った
物語を朗読発表し、星澪さんが大賞を受賞しました。また「雪
女」の記念朗読も披露されました。
　第 2 部では子ども太々神楽教室生による太々神楽が上演さ
れました。子どもたちが楽人となり内谷春日神社に伝わる太々
神楽の「神招の舞」など 5 座を優雅に舞いました。
　第 3 部は「若い芽のコンサート」として、邦楽演奏会が開
かれました。子ども和楽器体験教室生やボランティアのみな
さんが箏や三味線で「さくら」や「キラキラ星」などを演奏し、
ホールには和楽器の美しい音色が響き渡りました。
　子どもたちは少し緊張しながらも、日ごろの学習成果を披
露し、多くの来場者を楽しませました。

子どもたちの学習成果を発表
　若い芽のつどい

大賞の星澪さん（右）と応援者の佐藤真実さん（左）

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 2 月 5 日、
観月台文化センターで奨励金交付式を行いました。
　交付式では、岡崎忠昭教育長から第 13 回東北小学生インド
アソフトテニス大会へ出場する菊地里奈さん（小 6）、菊地莉
世さん（小 6）へ奨励金が手渡されました。岡崎教育長からは「上
位を目指して頑張ってください」と激励の言葉がありました。

国見町青少年育成町民会議
　奨励金交付

左から太田町長、大内さん、岩城会長

左から里奈さん、岡崎教育長、莉世さん

統計調査に多大な貢献
　福島県知事表彰を受賞

悪徳商法の実態を説明する多田さん

悪徳商法にだまされないために
　多田文明さん講演
　消費者行政活性化講演会が 1 月 31 日、観月台文化センター
で開かれました。
　潜入ルポライターの多田文明さんを講師に、悪徳商法に関
する勧誘の手口などをリアルに紹介し、被害の防止を訴えま
した。訪れた多くのみなさんは、真剣に講演を聞き入ってい
ました。

お友達と楽しく遊べました！

１年間楽しく活動できました
　イキイキ子育てクラブ閉所式
　イキイキ子育てクラブ閉所式が 2 月 24 日、藤田保育所内の
地域子育て支援センターで行われました。
　閉所式には 15 組 34 人の親子が出席し、1 年間の活動を終
えた参加者一人一人に阿部正子子育て支援センター長から「た
のしかったで賞」が手渡されました。イキイキ子育てクラブ
では来年度の参加者を募集しています（詳細は P.12）。

　国見町文化団体連絡協議会（新村国夫会長）の主催による
文化講演会が 2 月 21 日、観月台文化センターホールで開催さ
れ、450 人の来場者が詰めかけました。
　ラジオ福島の鏡田辰也アナウンサーが「笑う門には福来る」
と題し講演を行い、笑いの重要さをユーモアあふれるエピソー
ドを交えながら伝え、会場は笑いに包まれました。

笑いと元気を国見町に
　国見町文化団体連絡協議会文化講演会

講演する鏡田アナウンサー

　包括連携協定を締結している東邦銀行との「とうほう陸上
教室」が 2 月 21 日、観月台文化センター体育館で行われました。
　東邦銀行陸上部の記野友晴選手（400m ハードル）が講師を
務め、町駅伝競走部や中学生に走り方の基本などを指導しま
した。参加者はアスリート直伝の競技のポイントに真剣に耳
を傾けていました。

アスリートに学ぶ走りの極意
　とうほう陸上教室

雛飾りで庁舎内も華やかに

速く走るコツを伝える記野選手

太田町長に建議する齋藤委員長

町の空家・空地対策の推進
　国見町空家等対策計画が建議

　空家等対策検討委員会が 2 月 18 日開かれ、齋藤隆夫委員長
（一般財団法人福島県建築安全機構専務理事）から、太田久雄

町長へ国見町空家等対策計画が建議されました。
　建議を受け、太田町長は「空家の撤去だけでなく、活用に
も取り組みたい」と述べました。町では今後、危険空家の解体、
子育て支援や定住促進のための活用を進めていきます。

来庁者の心和ます
　役場庁舎で雛飾りを展示

　国見町では 2 月 19 日から 3 月 5 日までの期間、役場庁舎 1
階アカマツの広場で雛飾りを展示しました。
　役場に飾られたおひなさまは、自宅で眠っていた、最近出
番が少なくなってしまったものを提供してもらいました。何
年経過しても色褪せない雅な雛飾りに、来庁者は足を止めて
見入っていました。
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